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市
制
施
行
か
ら
六
十
年
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
出
来

事
を
年
表
と
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
29
年
か
ら
38
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
29
年
11
月	

・	

市
制
施
行
（
楯
岡
町
、
西
郷
村
、
大
倉
村
、

大
久
保
村
、
冨
本
村
、
戸
沢
村
が
合
併
）

　
　
　
　

11
月	

・
市
報
「
市
民
の
友
」
創
刊

　
　
　
　

12
月	

・
袖
崎
村
が
合
併

　
　
　
　

12
月	

・
初
代
市
長
に
伊
藤
興
道
氏
就
任

昭
和
30
年
１
月	

・
大
高
根
村
が
合
併

　
　
　
　

８
月	

・
市
章
制
定

	

・
最
上
川
に
昭
和
橋
、
三
ヶ
瀬
橋
、
長
島
橋
が
完
成

昭
和
31
年
４
月	

・
東
沢
公
園
に
バ
ラ
公
園
を
設
置

　
　
　
　

６
月	

・
ひ
ば
り
保
育
園
新
築

昭
和
32
年
７
月	

・
市
農
業
委
員
会
が
発
足

昭
和
33
年
６
月	

・
山
ノ
内
小
学
校
改
築

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
伊
藤
興
道
氏
再
任

昭
和
34
年
４
月	

・	

大
高
根
中
学
校
が
開
校
（
富
並
中
と
山
ノ
内

中
が
統
合
）

	

・
独
身
女
性
が
集
団
で
北
海
道
へ
出
稼
ぎ

　
　
　
　

10
月	

・
養
老
院
開
所

	

・	

第
１
回
文
化
財
と
し
て
「
尾
上
の
松
」
な
ど

７
点
を
指
定

　
　
　
　

11
月	

・
市
民
歌
制
定

　
　
　
　

12
月	

・
大
久
保
小
学
校
改
築

昭
和
35
年
10
月	

・
国
民
年
金
の
加
入
受
付
開
始

	

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
全
国
大
会
を
開
催

	

・
第
１
回
市
民
運
動
会
開
催

　
　
　
　

11
月	

・
大
槇
青
年
団
が
農
村
工
場
を
操
業

昭
和
36
年
４
月	

・
霞
ヶ
浦
干
拓
地
へ
出
発
（
33
戸
）

　
　
　
　

７
月	

・
楯
岡
北
町
に
工
場
誘
致
第
１
号

　
　
　
　

11
月	

・
西
郷
浄
水
場
落
成

昭
和
37
年
７
月	

・
葉
山
縦
走
第
１
回
市
民
登
山
の
会
を
開
催

　
　
　
　

10
月	

・
北
村
山
公
立
病
院
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
伊
藤
芳
夫
氏
就
任

昭
和
38
年
８
月	

・
袖
崎
児
童
館
完
成
（
県
下
第
１
号
）

　
　
　
　

12
月	

・
大
高
根
中
学
校
寄
宿
舎
完
成

昭
和
39
年
か
ら
48
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
39
年
４
月	

・
大
わ
ら
じ
を
浅
草
観
音
に
奉
納

　
　
　
　

５
月	

・
市
内
に
赤
痢
発
生
、
１
５
２
人
隔
離

　
　
　
　

６
月	

・
西
郷
小
、
大
倉
小
で
完
全
給
食

	

・
新
潟
地
震
で
約
２
、
６
０
０
万
円
の
被
害

　
　
　
　

７
月	

・
市
衛
生
組
合
連
絡
協
議
会
結
成

昭
和
40
年
６
月	

・
東
沢
公
園
に
大
ア
ー
チ
完
成

　
　
　
　

８
月	

・
東
沢
公
園
に
花
時
計
設
置

　
　
　
　

10
月	

・
市
芸
術
文
化
協
議
会
設
立

昭
和
41
年
10
月	

・
全
市
で
水
道
開
始

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
伊
藤
芳
夫
氏
再
任

	

・
市
民
会
館
が
落
成

　
　
　
　

12
月	

・
農
集
電
話
開
通
（
戸
沢
、
袖
崎
）

昭
和
42
年
１
月	

・
北
山
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

７
月	

・
集
中
豪
雨
被
害
１
億
６
、
０
０
０
万
円
余
り
に

　
　
　
　

８
月	

・
大
倉
小
学
校
新
築

	

・
集
中
豪
雨
、
被
害
総
額
約
２
億
円

　
　
　
　

10
月	

・
初
の
都
市
計
画
事
業
で
楯
岡
東
沢
線
が
完
成

　
　
　
　

11
月	

・
市
農
協
の
有
線
放
送
業
務
開
始

昭
和
43
年
10
月	

・
楯
岡
小
学
校
改
築

昭
和
44
年
４
月	

・
住
民
基
本
台
帳
作
成

　
　
　
　

９
月	

・
冨
本
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
45
年
３
月	

・
救
急
業
務
を
開
始

　
　
　
　

４
月	

・
米
の
生
産
調
整
始
ま
る

　
　
　
　

10
月	

・
農
業
者
年
金
制
度
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
結
城
吉
之
助
氏
就
任

昭
和
46
年
11
月	

・
袖
崎
小
学
校
改
築

昭
和
47
年
４
月	

・
五
十
沢
小
、
山
ノ
内
小
三
枚
平
冬
期
分
校
廃
止

　
　
　
　

６
月	

・
東
沢
公
園
に
「
寿
老
の
滝
」
完
成

　
　
　
　

12
月	

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
所

昭
和
48
年
１
月	

・
や
ま
ば
と
民
宿
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

10
月	

・
第
１
回
市
総
合
体
育
大
会
開
催

	

・
河
島
工
業
団
地
完
成

　
　
　
　

12
月	

・
山
形
北
バ
イ
パ
ス
開
通

　

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
一
日
、
村
山
市
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
六
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

今
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
の
村
山
市
の
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
合
併
当
初
四
万
人

い
た
人
口
が
現
在
で
は
二
万
六
千
人
余
り
で
あ
り
ま
す
。
全
国
多
く
の
自
治
体
と

同
様
に
そ
の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
村
山
市
に
は
、
将
来
を

見
越
し
た
広
い
視
点
で
の
対
策
が
最
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
十
年
を
見
据
え
た
「
村
山
市
第
五
次
総
合
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
市
民
生
活
の
向
上
を
第
一
の
目
的
と
し
て
大
胆
な

発
想
と
緻
密
な
計
画
を
も
っ
て
施
策
を
遂
行
す
る
計
画
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
各
世
代
が
こ
れ
か

ら
も
村
山
市
で
暮
ら
し
続
け
た
い
、
だ
れ
も
が
〝暮
ら
し
た
い
〟
ま
ち
づ
く
り
施

策
が
重
要
で
あ
り
、
道
路
網
の
整
備
や
除
排
雪
の
徹
底
な
ど
の
住
環
境
の
整
備
、

子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
整
備
、
観
光
事
業
や
農
商
工
業
が
連
携
し
た
産
業
振

興
と
雇
用
の
創
出
、
地
域
福
祉
の
充
実
な
ど
、
次
の
世
代
を
考
え
た
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
と
経
験

を
十
分
に
生
か
さ
れ
、
よ
り
一
層
、
村
山
市
政
の
発
展
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

祝　

市
制
施
行
六
十
周
年

村
山
市
長�

志�

布�

隆�

夫
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市
制
施
行
か
ら
六
十
年
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
出
来

事
を
年
表
と
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
29
年
か
ら
38
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
29
年
11
月	

・	

市
制
施
行
（
楯
岡
町
、
西
郷
村
、
大
倉
村
、

大
久
保
村
、
冨
本
村
、
戸
沢
村
が
合
併
）

　
　
　
　

11
月	

・
市
報
「
市
民
の
友
」
創
刊

　
　
　
　

12
月	

・
袖
崎
村
が
合
併

　
　
　
　

12
月	

・
初
代
市
長
に
伊
藤
興
道
氏
就
任

昭
和
30
年
１
月	

・
大
高
根
村
が
合
併

　
　
　
　

８
月	

・
市
章
制
定

	

・
最
上
川
に
昭
和
橋
、
三
ヶ
瀬
橋
、
長
島
橋
が
完
成

昭
和
31
年
４
月	

・
東
沢
公
園
に
バ
ラ
公
園
を
設
置

　
　
　
　

６
月	

・
ひ
ば
り
保
育
園
新
築

昭
和
32
年
７
月	

・
市
農
業
委
員
会
が
発
足

昭
和
33
年
６
月	

・
山
ノ
内
小
学
校
改
築

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
伊
藤
興
道
氏
再
任

昭
和
34
年
４
月	

・	

大
高
根
中
学
校
が
開
校
（
富
並
中
と
山
ノ
内

中
が
統
合
）

	

・
独
身
女
性
が
集
団
で
北
海
道
へ
出
稼
ぎ

　
　
　
　

10
月	

・
養
老
院
開
所

	

・	

第
１
回
文
化
財
と
し
て
「
尾
上
の
松
」
な
ど

７
点
を
指
定

　
　
　
　

11
月	

・
市
民
歌
制
定

　
　
　
　

12
月	

・
大
久
保
小
学
校
改
築

昭
和
35
年
10
月	

・
国
民
年
金
の
加
入
受
付
開
始

	

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
全
国
大
会
を
開
催

	

・
第
１
回
市
民
運
動
会
開
催

　
　
　
　

11
月	

・
大
槇
青
年
団
が
農
村
工
場
を
操
業

昭
和
36
年
４
月	

・
霞
ヶ
浦
干
拓
地
へ
出
発
（
33
戸
）

　
　
　
　

７
月	

・
楯
岡
北
町
に
工
場
誘
致
第
１
号

　
　
　
　

11
月	

・
西
郷
浄
水
場
落
成

昭
和
37
年
７
月	

・
葉
山
縦
走
第
１
回
市
民
登
山
の
会
を
開
催

　
　
　
　

10
月	

・
北
村
山
公
立
病
院
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
伊
藤
芳
夫
氏
就
任

昭
和
38
年
８
月	

・
袖
崎
児
童
館
完
成
（
県
下
第
１
号
）

　
　
　
　

12
月	

・
大
高
根
中
学
校
寄
宿
舎
完
成

昭
和
39
年
か
ら
48
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
39
年
４
月	

・
大
わ
ら
じ
を
浅
草
観
音
に
奉
納

　
　
　
　

５
月	

・
市
内
に
赤
痢
発
生
、
１
５
２
人
隔
離

　
　
　
　

６
月	

・
西
郷
小
、
大
倉
小
で
完
全
給
食

	

・
新
潟
地
震
で
約
２
、
６
０
０
万
円
の
被
害

　
　
　
　

７
月	

・
市
衛
生
組
合
連
絡
協
議
会
結
成

昭
和
40
年
６
月	

・
東
沢
公
園
に
大
ア
ー
チ
完
成

　
　
　
　

８
月	

・
東
沢
公
園
に
花
時
計
設
置

　
　
　
　

10
月	

・
市
芸
術
文
化
協
議
会
設
立

昭
和
41
年
10
月	

・
全
市
で
水
道
開
始

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
伊
藤
芳
夫
氏
再
任

	

・
市
民
会
館
が
落
成

　
　
　
　

12
月	

・
農
集
電
話
開
通
（
戸
沢
、
袖
崎
）

昭
和
42
年
１
月	

・
北
山
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

７
月	

・
集
中
豪
雨
被
害
１
億
６
、
０
０
０
万
円
余
り
に

　
　
　
　

８
月	

・
大
倉
小
学
校
新
築

	

・
集
中
豪
雨
、
被
害
総
額
約
２
億
円

　
　
　
　

10
月	

・
初
の
都
市
計
画
事
業
で
楯
岡
東
沢
線
が
完
成

　
　
　
　

11
月	

・
市
農
協
の
有
線
放
送
業
務
開
始

昭
和
43
年
10
月	

・
楯
岡
小
学
校
改
築

昭
和
44
年
４
月	

・
住
民
基
本
台
帳
作
成

　
　
　
　

９
月	

・
冨
本
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
45
年
３
月	

・
救
急
業
務
を
開
始

　
　
　
　

４
月	

・
米
の
生
産
調
整
始
ま
る

　
　
　
　

10
月	

・
農
業
者
年
金
制
度
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
結
城
吉
之
助
氏
就
任

昭
和
46
年
11
月	

・
袖
崎
小
学
校
改
築

昭
和
47
年
４
月	

・
五
十
沢
小
、
山
ノ
内
小
三
枚
平
冬
期
分
校
廃
止

　
　
　
　

６
月	

・
東
沢
公
園
に
「
寿
老
の
滝
」
完
成

　
　
　
　

12
月	

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
所

昭
和
48
年
１
月	

・
や
ま
ば
と
民
宿
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

10
月	

・
第
１
回
市
総
合
体
育
大
会
開
催

	

・
河
島
工
業
団
地
完
成

　
　
　
　

12
月	

・
山
形
北
バ
イ
パ
ス
開
通

　

昭
和
二
十
九
年
十
一
月

二
十
五
日
、
市
民
の
友
を

創
刊
し
ま
し
た
。
右
の
市

民
の
友
創
刊
号
に
は
「
市

民
の
友
」
発
刊
に
あ
た
っ

て
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
情

報
を
届
け
る
こ
と
や
市
民

の
み
な
さ
ん
の
歩
み
を
記

録
す
る
こ
と
な
ど
、
市
の

思
い
や
市
報
の
役
割
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
今
も
昔
も
同
じ
の
よ

う
で
す
。

　

標
題
を
「
市
民
の
友
」

と
名
付
け
た
理
由
は
「
固

く
な
ら
ず
、
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
る
こ
と
」
で

あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広

報
紙
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。　

昭和30年の楯岡五日町の様子現在の楯岡五日町の様子

市制施行から60年、まち並みがこのように
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平
成
６
年
か
ら
15
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

平
成
６
年
３
月	

・
ひ
ば
り
保
育
園
改
築

　
　
　
　

４
月	

・
ゴ
ミ
の
４
種
分
別
ス
タ
ー
ト

	

・
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
落
成

	

・	

楯
岡
小
学
校
給
食
施
設
完
成
、
市
内
全
小
学

校
で
給
食
を
開
始

	

・
農
村
伝
承
の
家
、
ふ
る
さ
と
伝
承
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
４
選

　
　
　
　

８
月	

・
市
役
所
に
国
際
交
流
員
着
任

	

・
村
山
ま
つ
り
に
厚
岸
町
山
車
行
列
が
出
演

　
　
　
　

９
月	

・
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
長
ら
が
来
市

　
　
　
　

10
月	

・
最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
村
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
７
年
１
月	

・
徳
内
音
頭
新
作
発
表

	

・	

チ
ョ
ウ
ザ
メ
料
理
が
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
東
沢
の

新
メ
ニ
ュ
ー
に

　
　
　
　

４
月	

・
最
上
川
ふ
る
さ
と
農
園
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
代
表
団
が
初
来
市

　
　
　
　

８
月	

・	

「
村
山
ま
つ
り
」
が
「
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ

り
」
に
名
称
変
更

	

・
徳
内
ば
や
し
が
始
ま
る

　
　
　
　

11
月	

・
楯
岡
中
学
校
新
校
舎
完
成
、
入
校
式

平
成
８
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
岩
崎
潮
風
氏

	

・
窓
口
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
稼
働

　
　
　
　

７
月	

・
第
１
回
全
国
舟
下
り
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

　
　
　
　

11
月	

・
全
国
素
人
そ
ば
打
ち
天
狗
in
村
山
開
催

平
成
９
年
２
月	

・
楯
岡
中
学
校
体
育
館
完
成

　
　
　
　

６
月	

・
樽
石
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

９
月	

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
囲
碁
交
流
大
会
開
催

　
　
　
　

10
月	

・
昭
和
橋
を
架
け
替
え
し
、「
隼
橋
」
に

　
　
　
　

11
月	

・
大
久
保
遊
水
地
完
成

平
成
10
年
４
月	

・	

河
島
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
「
河
島
山
１
区
」

「
河
島
山
２
区
」
の
新
町
名
誕
生

	

・
道
の
駅
む
ら
や
ま
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

５
月	

・
東
沢
公
園
に
国
際
交
流
館
オ
ー
プ
ン

	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
５
選

　
　
　
　

６
月	

・
休
日
診
療
所
開
設

　
　
　
　

10
月	

・	

長
板
そ
ば
50
間
堂
開
催
、
長
さ
91
メ
ー
ト
ル

で
ギ
ネ
ス
認
定

	
・
東
京
浅
草
寺
に
大
わ
ら
じ
奉
納

　
　
　
　

11
月	
・	
北
海
道
厚
岸
町
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

	

・
楯
岡
中
学
校
全
天
候
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

平
成
11
年
10
月	

・	

全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
大
会
開
幕

　
　
　
　

11
月	

・
村
山
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ラ
「
む
ら
や
ま
」
制
定

　
　
　
　

12
月	

・
山
形
新
幹
線
新
庄
延
伸
開
業

	

・
楯
岡
駅
が
村
山
駅
に
名
称
変
更

平
成
12
年
７
月	

・	

ま
つ
り
交
流
訪
問
団
が
友
好
都
市
北
海
道
厚

岸
町
を
訪
問

　
　
　
　

11
月	

・
市
営
バ
ス
３
路
線
運
行
開
始

平
成
13
年
３
月	

・
市
西
部
に
下
水
道
開
通

	

・
大
高
根
活
性
化
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　

４
月	

・
北
海
道
厚
岸
町
と
職
員
人
事
交
流
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

７
月	

・
徳
内
ば
や
し
が
う
え
の
夏
ま
つ
り
に
参
加

	

・
駅
西
地
区
の
分
譲
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

11
月	

・
東
沢
バ
ラ
公
園
の
拡
張
工
事
が
完
了
し
落
成

	

・
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

	

・
袖
崎
地
区
で
農
業
集
落
排
水
事
業
使
用
開
始

	

・	

東
沢
バ
ラ
公
園
が
環
境
省
「
か
お
り
風
景
１

０
０
選
」
に
認
定

　
　
　
　

12
月	

・
国
道
３
４
７
号
大
久
保
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
14
年
４
月	

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
菊
池
汪
夫
氏
就
任

　
　
　
　

８
月	

・
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
徳
内
大
太
鼓
」
披
露

　
　
　
　

10
月	

・
東
京
村
山
会
が
発
足

平
成
15
年
３
月	

・
徳
内
大
橋
が
開
通

　
　
　
　

４
月	

・
地
域
専
門
員
制
度
始
ま
る

	

・
県
内
初
の
日
曜
市
役
所
開
設

　
　
　
　

９
月	

・	

楯
岡
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン（
農
園
付
住
宅
団
地
）

分
譲
開
始

　
　
　
　

10
月	

・	

第
18
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
が
た
２
０
０
３

「
お
祭
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　
　
　
　

11
月	

・	

村
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
楯
岡
地

区
公
民
館
に
衣
替
え

	

・
葉
山
中
学
校
が
完
成

昭
和
49
年
か
ら
58
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
49
年
１
年	

・	

市
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
、
積
雪
３
・
３

メ
ー
ト
ル
の
記
録
的
大
雪

　
　
　
　

４
月	

・
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

　
　
　
　

６
月	
・
市
民
憲
章
制
定

　
　
　
　

11
月	
・
市
長
に
大
戸
正
彦
氏
就
任

昭
和
50
年
３
月	
・
新
消
防
庁
舎
落
成

昭
和
51
年
６
月	

・
新
市
庁
舎
開
庁

　
　
　
　

８
月	

・
集
中
豪
雨
被
害
が
２
億
４
、
０
０
０
万
円

昭
和
52
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
高
嶋
祥
光
氏
、
海
老
名
敏
明
氏

　
　
　
　

12
月	

・
村
山
武
道
館
オ
ー
プ
ン

昭
和
53
年
６
月	

・
碁
点
に
温
泉
湧
出

　
　
　
　

10
月	

・
楯
岡
駅
に
特
急
列
車
停
車

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
大
戸
正
彦
氏
再
任

昭
和
54
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
伊
豆
倉
精
治
氏

　
　
　
　

３
月	

・
楯
岡
陸
橋
開
通

　
　
　
　

４
月	

・
市
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

７
月	

・
東
沢
に
温
泉
湧
出

　
　
　
　

11
月	

・
市
の
木
「
ア
カ
マ
ツ
」、
市
の
花
「
バ
ラ
」
を
制
定

	

・
東
沢
に
村
山
児
童
遊
園
オ
ー
プ
ン

昭
和
55
年
４
月	

・
新
町
保
育
園
新
築

　
　
　
　

５
月	

・
金
谷
工
業
団
地
（
第
１
区
）
分
譲
開
始

　
　
　
　

６
月	

・
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
東
沢
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
防
災
行
政
無
線
開
局

　
　
　
　

12
月	

・
富
並
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
56
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
小
松
均
氏
、
村
岡
久
作
氏

	

・
し
ろ
は
と
保
育
園
改
築

　
　
　
　

９
月	

・
自
動
車
文
庫
「
は
や
ま
号
」
巡
回
ス
タ
ー
ト

昭
和
57
年
４
月	

・
楯
岡
的
場
住
宅
団
地
分
譲
開
始

　
　
　
　

５
月	

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
就
任

　
　
　
　

10
月	

・
碁
点
に
温
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
最
上
川
に
共
栄
橋
が
完
成

昭
和
58
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
結
城
嘉
美
氏

　
　
　
　

４
月	

・
市
民
体
育
館
落
成

　
　
　
　

６
月	

・
湯
野
沢
中
村
遺
跡
が
縄
文
公
園
に

　
　
　
　

11
月	

・
情
報
公
開
条
例
制
定

昭
和
59
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
59
年
10
月	

・
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

昭
和
60
年
３
月	

・
碁
点
温
泉
が
国
の
保
養
温
泉
地
に
指
定

昭
和
61
年
３
月	

・
西
郷
小
学
校
改
築

	

・
最
上
川
三
難
所
舟
下
り
が
始
ま
る

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
再
任

　
　
　
　

７
月	

・
碁
点
温
泉
が
国
の
保
健
温
泉
地
に
指
定

　
　
　
　

12
月	

・
西
郷
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
62
年
４
月	

・
金
谷
運
動
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

10
月	

・
公
共
下
水
道
使
用
開
始

　
　
　
　

12
月	

・
戸
沢
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
63
年
８
月	

・
市
高
齢
者
事
業
団
設
立

昭
和
64
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
細
梅
久
弥
氏

平
成
元
年
３
月	

・
冨
本
小
学
校
改
築

　
　
　
　

８
月	

・
新
碁
点
橋
開
通

平
成
２
年
１
月	

・
国
道
13
号
村
山
大
橋
開
通

　
　
　
　

３
月	

・
富
並
小
学
校
改
築

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
３
選

平
成
３
年
３
月	

・
戸
沢
保
育
園
完
成

　
　
　
　

７
月	

・
北
海
道
厚
岸
町
と
友
好
都
市
締
結

　
　
　
　

８
月	

・
Ｓ
Ｐ
Ａ
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

	

・
戸
沢
小
学
校
改
築

平
成
４
年
４
月	

・
楯
岡
ふ
れ
あ
い
広
場
オ
ー
プ
ン

	

・
ロ
シ
ア
・
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
と
姉
妹
都
市
締
結

　
　
　
　

10
月	

・	

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
来
市
、
べ
に
ば
な
国
体

成
年
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
開
幕

　
　
　
　

12
月	

・
市
民
会
館
前
広
場
オ
ー
プ
ン

	

・
さ
わ
や
か
国
体
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

平
成
５
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
結
城
天
童
氏

　
　
　
　

３
月	

・
山
ノ
内
小
学
校
改
築

	

・
冨
本
小
学
校
改
築

　
　
　
　

４
月	

・
農
村
文
化
保
存
伝
承
館
、
竜
神
の
吊
り
橋
完
成

　
　
　
　

５
月	

・
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　

７
月	

・
最
上
徳
内
記
念
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

８
月	

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　

11
月	

・	

市
内
全
域
で
激
甚
災
害
地
指
定
（
冷
夏
で
農

作
物
に
大
被
害
）

昭和40年頃の楯岡駅前の様子

昭和53年、特急列車が楯岡駅に停車

昭和60年、改築前の西郷小学校

平成４年、べにばな国体
女子バスケットボール

昭和63年、改築前の冨本小学校
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平
成
６
年
か
ら
15
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

平
成
６
年
３
月	

・
ひ
ば
り
保
育
園
改
築

　
　
　
　

４
月	

・
ゴ
ミ
の
４
種
分
別
ス
タ
ー
ト

	

・
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
落
成

	

・	

楯
岡
小
学
校
給
食
施
設
完
成
、
市
内
全
小
学

校
で
給
食
を
開
始

	

・
農
村
伝
承
の
家
、
ふ
る
さ
と
伝
承
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
４
選

　
　
　
　

８
月	

・
市
役
所
に
国
際
交
流
員
着
任

	

・
村
山
ま
つ
り
に
厚
岸
町
山
車
行
列
が
出
演

　
　
　
　

９
月	

・
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
長
ら
が
来
市

　
　
　
　

10
月	

・
最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
村
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
７
年
１
月	

・
徳
内
音
頭
新
作
発
表

	

・	

チ
ョ
ウ
ザ
メ
料
理
が
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
東
沢
の

新
メ
ニ
ュ
ー
に

　
　
　
　

４
月	

・
最
上
川
ふ
る
さ
と
農
園
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
代
表
団
が
初
来
市

　
　
　
　

８
月	

・	

「
村
山
ま
つ
り
」
が
「
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ

り
」
に
名
称
変
更

	

・
徳
内
ば
や
し
が
始
ま
る

　
　
　
　

11
月	

・
楯
岡
中
学
校
新
校
舎
完
成
、
入
校
式

平
成
８
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
岩
崎
潮
風
氏

	

・
窓
口
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
稼
働

　
　
　
　

７
月	

・
第
１
回
全
国
舟
下
り
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

　
　
　
　

11
月	

・
全
国
素
人
そ
ば
打
ち
天
狗
in
村
山
開
催

平
成
９
年
２
月	

・
楯
岡
中
学
校
体
育
館
完
成

　
　
　
　

６
月	

・
樽
石
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

９
月	

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
囲
碁
交
流
大
会
開
催

　
　
　
　

10
月	

・
昭
和
橋
を
架
け
替
え
し
、「
隼
橋
」
に

　
　
　
　

11
月	

・
大
久
保
遊
水
地
完
成

平
成
10
年
４
月	

・	

河
島
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
「
河
島
山
１
区
」

「
河
島
山
２
区
」
の
新
町
名
誕
生

	

・
道
の
駅
む
ら
や
ま
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

５
月	

・
東
沢
公
園
に
国
際
交
流
館
オ
ー
プ
ン

	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
５
選

　
　
　
　

６
月	

・
休
日
診
療
所
開
設

　
　
　
　

10
月	

・	

長
板
そ
ば
50
間
堂
開
催
、
長
さ
91
メ
ー
ト
ル

で
ギ
ネ
ス
認
定

	

・
東
京
浅
草
寺
に
大
わ
ら
じ
奉
納

　
　
　
　

11
月	

・	

北
海
道
厚
岸
町
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

	

・
楯
岡
中
学
校
全
天
候
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

平
成
11
年
10
月	

・	

全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
大
会
開
幕

　
　
　
　

11
月	

・
村
山
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ラ
「
む
ら
や
ま
」
制
定

　
　
　
　

12
月	

・
山
形
新
幹
線
新
庄
延
伸
開
業

	

・
楯
岡
駅
が
村
山
駅
に
名
称
変
更

平
成
12
年
７
月	

・	

ま
つ
り
交
流
訪
問
団
が
友
好
都
市
北
海
道
厚

岸
町
を
訪
問

　
　
　
　

11
月	

・
市
営
バ
ス
３
路
線
運
行
開
始

平
成
13
年
３
月	

・
市
西
部
に
下
水
道
開
通

	

・
大
高
根
活
性
化
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　

４
月	

・
北
海
道
厚
岸
町
と
職
員
人
事
交
流
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

７
月	

・
徳
内
ば
や
し
が
う
え
の
夏
ま
つ
り
に
参
加

	

・
駅
西
地
区
の
分
譲
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

11
月	

・
東
沢
バ
ラ
公
園
の
拡
張
工
事
が
完
了
し
落
成

	

・
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

	

・
袖
崎
地
区
で
農
業
集
落
排
水
事
業
使
用
開
始

	

・	

東
沢
バ
ラ
公
園
が
環
境
省
「
か
お
り
風
景
１

０
０
選
」
に
認
定

　
　
　
　

12
月	

・
国
道
３
４
７
号
大
久
保
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
14
年
４
月	

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
菊
池
汪
夫
氏
就
任

　
　
　
　

８
月	

・
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
徳
内
大
太
鼓
」
披
露

　
　
　
　

10
月	

・
東
京
村
山
会
が
発
足

平
成
15
年
３
月	

・
徳
内
大
橋
が
開
通

　
　
　
　

４
月	

・
地
域
専
門
員
制
度
始
ま
る

	

・
県
内
初
の
日
曜
市
役
所
開
設

　
　
　
　

９
月	

・	

楯
岡
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン（
農
園
付
住
宅
団
地
）

分
譲
開
始

　
　
　
　

10
月	

・	

第
18
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
が
た
２
０
０
３

「
お
祭
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　
　
　
　

11
月	

・	

村
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
楯
岡
地

区
公
民
館
に
衣
替
え

	

・
葉
山
中
学
校
が
完
成

昭
和
49
年
か
ら
58
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
49
年
１
年	

・	

市
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
、
積
雪
３
・
３

メ
ー
ト
ル
の
記
録
的
大
雪

　
　
　
　

４
月	

・
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

　
　
　
　

６
月	

・
市
民
憲
章
制
定

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
大
戸
正
彦
氏
就
任

昭
和
50
年
３
月	

・
新
消
防
庁
舎
落
成

昭
和
51
年
６
月	

・
新
市
庁
舎
開
庁

　
　
　
　

８
月	

・
集
中
豪
雨
被
害
が
２
億
４
、
０
０
０
万
円

昭
和
52
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
高
嶋
祥
光
氏
、
海
老
名
敏
明
氏

　
　
　
　

12
月	

・
村
山
武
道
館
オ
ー
プ
ン

昭
和
53
年
６
月	

・
碁
点
に
温
泉
湧
出

　
　
　
　

10
月	

・
楯
岡
駅
に
特
急
列
車
停
車

　
　
　
　

11
月	

・
市
長
に
大
戸
正
彦
氏
再
任

昭
和
54
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
伊
豆
倉
精
治
氏

　
　
　
　

３
月	

・
楯
岡
陸
橋
開
通

　
　
　
　

４
月	

・
市
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

７
月	

・
東
沢
に
温
泉
湧
出

　
　
　
　

11
月	

・
市
の
木
「
ア
カ
マ
ツ
」、
市
の
花
「
バ
ラ
」
を
制
定

	

・
東
沢
に
村
山
児
童
遊
園
オ
ー
プ
ン

昭
和
55
年
４
月	

・
新
町
保
育
園
新
築

　
　
　
　

５
月	

・
金
谷
工
業
団
地
（
第
１
区
）
分
譲
開
始

　
　
　
　

６
月	

・
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
東
沢
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
防
災
行
政
無
線
開
局

　
　
　
　

12
月	

・
富
並
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
56
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
小
松
均
氏
、
村
岡
久
作
氏

	

・
し
ろ
は
と
保
育
園
改
築

　
　
　
　

９
月	

・
自
動
車
文
庫
「
は
や
ま
号
」
巡
回
ス
タ
ー
ト

昭
和
57
年
４
月	

・
楯
岡
的
場
住
宅
団
地
分
譲
開
始

　
　
　
　

５
月	

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
就
任

　
　
　
　

10
月	

・
碁
点
に
温
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

11
月	

・
最
上
川
に
共
栄
橋
が
完
成

昭
和
58
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
結
城
嘉
美
氏

　
　
　
　

４
月	

・
市
民
体
育
館
落
成

　
　
　
　

６
月	

・
湯
野
沢
中
村
遺
跡
が
縄
文
公
園
に

　
　
　
　

11
月	

・
情
報
公
開
条
例
制
定

昭
和
59
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

昭
和
59
年
10
月	

・
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

昭
和
60
年
３
月	

・
碁
点
温
泉
が
国
の
保
養
温
泉
地
に
指
定

昭
和
61
年
３
月	

・
西
郷
小
学
校
改
築

	

・
最
上
川
三
難
所
舟
下
り
が
始
ま
る

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
再
任

　
　
　
　

７
月	
・
碁
点
温
泉
が
国
の
保
健
温
泉
地
に
指
定

　
　
　
　

12
月	
・
西
郷
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
62
年
４
月	

・
金
谷
運
動
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

10
月	

・
公
共
下
水
道
使
用
開
始

　
　
　
　

12
月	

・
戸
沢
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
63
年
８
月	

・
市
高
齢
者
事
業
団
設
立

昭
和
64
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
細
梅
久
弥
氏

平
成
元
年
３
月	

・
冨
本
小
学
校
改
築

　
　
　
　

８
月	

・
新
碁
点
橋
開
通

平
成
２
年
１
月	

・
国
道
13
号
村
山
大
橋
開
通

　
　
　
　

３
月	

・
富
並
小
学
校
改
築

　
　
　
　

６
月	

・
市
長
に
佐
藤
昌
一
郎
氏
３
選

平
成
３
年
３
月	

・
戸
沢
保
育
園
完
成

　
　
　
　

７
月	

・
北
海
道
厚
岸
町
と
友
好
都
市
締
結

　
　
　
　

８
月	

・
Ｓ
Ｐ
Ａ
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

	

・
戸
沢
小
学
校
改
築

平
成
４
年
４
月	

・
楯
岡
ふ
れ
あ
い
広
場
オ
ー
プ
ン

	

・
ロ
シ
ア
・
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
と
姉
妹
都
市
締
結

　
　
　
　

10
月	

・	

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
来
市
、
べ
に
ば
な
国
体

成
年
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
開
幕

　
　
　
　

12
月	

・
市
民
会
館
前
広
場
オ
ー
プ
ン

	

・
さ
わ
や
か
国
体
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

平
成
５
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
結
城
天
童
氏

　
　
　
　

３
月	

・
山
ノ
内
小
学
校
改
築

	

・
冨
本
小
学
校
改
築

　
　
　
　

４
月	

・
農
村
文
化
保
存
伝
承
館
、
竜
神
の
吊
り
橋
完
成

　
　
　
　

５
月	

・
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　

７
月	

・
最
上
徳
内
記
念
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

８
月	

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　

11
月	

・	

市
内
全
域
で
激
甚
災
害
地
指
定
（
冷
夏
で
農

作
物
に
大
被
害
）

平成５年、徳内記念館のオープンを
祝う杉島諏訪太鼓

平成９年、国道13号を通行止めにして
工事した道の駅むらやまのローズブリッジ

←平成７年、村山まつりが徳内まつりになり
　徳内ばやしがスタート

平成11年、オリジナルバラ
「むらやま」が誕生

平成15年、お祭り
フェスティバル
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平
成
16
年
か
ら
25
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

平
成
16
年
３
月	

・
段
々
ロ
ン
グ
な
ひ
な
ま
つ
り
開
催

	

・	

新
葉
山
中
学
校
開
校
に
伴
い
、
葉
山
中
・
戸

沢
中
・
大
高
根
中
が
閉
校

　
　
　
　

４
月	
・
各
地
域
に
市
民
セ
ン
タ
ー
を
設
置

	
・
い
き
い
き
元
気
館
オ
ー
プ
ン

	
・
葉
山
中
学
校
が
開
校

　
　
　
　

５
月	

・	
村
山
市
欧
州
訪
問
団
出
発
（
ド
イ
ツ
・
オ
ラ

ン
ダ
訪
問
）

　
　
　
　

６
月	

・
国
の
構
造
改
革
特
区
「
ま
つ
り
交
流
特
区
」
認
定

　
　
　
　

７
月	

・
仙
台
村
山
会
が
発
足

　
　
　
　

８
月	

・	

長
板
そ
ば
60
間
堂
が
長
さ
１
０
９
・
１
メ
ー

ト
ル
の
世
界
記
録
達
成

	

・
徳
内
ま
つ
り
10
周
年

　
　
　
　

10
月	

・
文
化
の
祭
典
・
最
上
川
仙
人
太
鼓
開
催

	

・	

最
上
徳
内
生
誕
２
５
０
年
を
記
念
し
て
ド
イ

ツ
・
ビ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市
の
シ
ー
ボ
ル
ト
博

物
館
と
最
上
徳
内
記
念
館
の
友
好
博
物
館
締

結
調
印
式

　
　
　
　

11
月	

・
真
下
慶
治
記
念
美
術
館
オ
ー
プ
ン

	

・
葉
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

　
　
　
　

12
月	

・	

国
の
地
域
再
生
計
画
に
「
ま
つ
り
と
交
流
の

地
域
再
生
計
画
」
が
認
定

平
成
17
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
佐
藤
昌
一
郎
氏

　
　
　
　

２
月	

・
村
川
透
映
画
祭
を
開
催

　
　
　
　

３
月	

・	

新
楯
岡
中
学
校
開
校
に
伴
い
、
楯
岡
中
・
西

郷
中
・
袖
崎
中
が
閉
校

　
　
　
　

４
月	

・
楯
岡
中
学
校
が
開
校

	

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
開
催

　
　
　
　

８
月	

・
楯
岡
鶴
ヶ
町
タ
ウ
ン
分
譲
開
始

　
　
　
　

９
月	

・
市
長
に
佐
藤
清
氏
就
任

　
　
　
　

12
月	

・
国
道
３
４
７
号
三
ヶ
瀬
橋
開
通

平
成
18
年
６
月	

・	

第
１
回
全
国
各
流
居
合
道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会

を
開
催

　
　
　
　

８
月	

・
江
迎
湯
沢
線
の
鶴
ヶ
町
地
内
部
分
開
通

	

・
葉
山
中
学
校
の
多
目
的
運
動
場
が
完
成

　
　
　
　

９
月	

・
県
と
村
山
市
が
合
同
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

平
成
19
年
１
月	

・
楯
岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成

　
　
　
　

６
月	

・
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
を
村
山
市
で
開
催

　
　
　
　

７
月	

・	

宮
城
県
塩
竈
市
の
塩
竈
み
な
と
祭
で
徳
内
ば

や
し
披
露

　
　
　
　

９
月	

・	

東
北
中
央
自
動
車
道
・
東
根
～
尾
花
沢
間
の

起
工
式

　
　
　
　

11
月	

・	

宮
城
県
塩
竈
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

平
成
20
年
２
月	

・
関
西
村
山
会
が
大
阪
市
で
発
足

　
　
　
　

６
月	

・
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
み
ん
な
の
体
操
会
が
開
催

　
　
　
　

７
月	

・	

長
崎
と
堤
け
ん
じ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
、
長
崎
県

長
崎
市
と
西
海
市
を
訪
問

　
　
　
　

10
月	

・	

市
地
域
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
楯
岡
十
日

町
に
開
館

	

・
国
道
３
４
７
号
長
島
橋
開
通

	

・
都
市
計
画
道
路
楯
岡
東
根
温
泉
線
が
開
通

	

・
東
京
都
台
東
区
と
友
好
都
市
提
携

平
成
21
年
４
月	

・
西
郷
児
童
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　

５
月	

・	

山
の
内
自
然
体
験
交
流
施
設
「
や
ま
ば
と
」

オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
第
38
回
山
形
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

　
　
　
　

８
月	

・
長
崎
県
西
海
市
と
相
互
訪
問
型
交
流
事
業
を
開
始

	

・	

東
京
都
台
東
区
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

	

・
北
海
道
厚
岸
町
か
ら
厚
岸
町
民
号
が
来
市

	

・
市
長
に
佐
藤
清
氏
が
再
選

平
成
22
年
５
月	

・
甑
葉
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・	

北
海
道
厚
岸
町
の
町
制
施
行
１
１
０
年
記
念

式
典
に
村
山
市
民
号
が
訪
問

　
　
　
　

７
月	

・	

徳
内
ば
や
し
が
東
京
都
台
東
区
で
開
催
さ
れ

た
「
う
え
の
夏
ま
つ
り
」
に
出
演

　
　
　
　

８
月	

・	

東
京
都
豊
島
区
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

　
　
　
　

10
月	

・
県
内
初
の
読
書
シ
テ
ィ
宣
言

平
成
23
年
３
月	

・	

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）

が
発
生

	

・
楯
岡
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
（
小
体
育
館
）
完
成

　
　
　
　

７
月	

・	

塩
竈
み
な
と
祭
に
徳
内
ば
や
し
復
興
支
援
交

流
団
が
参
加

　
　
　
　

８
月	

・
移
動
図
書
館
三
代
目
「
は
や
ま
号
」
が
出
発

	

・
楯
岡
二
日
町
奴
行
列
が
21
年
ぶ
り
に
復
活

　
　
　
　

11
月	

・	

地
域
づ
く
り
の
や
ま
が
た
景
観
賞
で
む
ら
や

ま
徳
内
ま
つ
り
が
最
高
賞
の
山
形
県
知
事
賞

を
受
賞

　
　
　
　

12
月	

・
戸
籍
の
電
算
化
が
ス
タ
ー
ト

平
成
24
年
７
月	

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催

　
　
　
　

10
月	

・
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

	

・
楯
岡
二
日
町
タ
ウ
ン
分
譲
開
始

平
成
25
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
村
川
千
秋
氏

　
　
　
　

３
月	

・	

楯
岡
小
学
校
へ
の
統
合
に
伴
い
大
倉
小
学
校

が
閉
校

　
　
　
　

４
月	

・	

地
区
公
民
館
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
が
「
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

６
月	

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
が
新
装
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

９
月	

・
湯
野
沢
熊
野
大
祭
を
10
年
ぶ
り
に
開
催

	

・
市
長
に
志
布
隆
夫
氏
が
就
任

　
　
　
　

10
月	

・
県
内
初
の
全
国
公
共
図
書
館
研
究
集
会
を
開
催

　
　
　
　

11
月	

・	

農
業
・
商
業
・
工
業
の
合
同
海
外
研
修
を
開

催
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
）

	

・	

知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
村

山
を
開
催

	

・	

友
好
都
市
締
結
五
周
年
を
記
念
し
、
東
京
都

台
東
区
へ
バ
ラ
の
苗
木
を
贈
呈

平成16年、段々ロングな
雛まつりを開催

平成17年、村川透映画祭
村川透監督と俳優の柴田恭平さん

平成18年、全国各流居合道
さくらんぼ大会

平成16年、約1,000人が出演した
文化の祭典・最上川仙人太鼓

平成22年、甑葉プラザがオープン
たくさんの市民がお祝い、市民パーティ
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平
成
16
年
か
ら
25
年
ま
で
の
主
な
出
来
事

平
成
16
年
３
月	

・
段
々
ロ
ン
グ
な
ひ
な
ま
つ
り
開
催

	

・	

新
葉
山
中
学
校
開
校
に
伴
い
、
葉
山
中
・
戸

沢
中
・
大
高
根
中
が
閉
校

　
　
　
　

４
月	

・
各
地
域
に
市
民
セ
ン
タ
ー
を
設
置

	

・
い
き
い
き
元
気
館
オ
ー
プ
ン

	

・
葉
山
中
学
校
が
開
校

　
　
　
　

５
月	

・	

村
山
市
欧
州
訪
問
団
出
発
（
ド
イ
ツ
・
オ
ラ

ン
ダ
訪
問
）

　
　
　
　

６
月	

・
国
の
構
造
改
革
特
区
「
ま
つ
り
交
流
特
区
」
認
定

　
　
　
　

７
月	

・
仙
台
村
山
会
が
発
足

　
　
　
　

８
月	

・	

長
板
そ
ば
60
間
堂
が
長
さ
１
０
９
・
１
メ
ー

ト
ル
の
世
界
記
録
達
成

	

・
徳
内
ま
つ
り
10
周
年

　
　
　
　

10
月	

・
文
化
の
祭
典
・
最
上
川
仙
人
太
鼓
開
催

	

・	

最
上
徳
内
生
誕
２
５
０
年
を
記
念
し
て
ド
イ

ツ
・
ビ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市
の
シ
ー
ボ
ル
ト
博

物
館
と
最
上
徳
内
記
念
館
の
友
好
博
物
館
締

結
調
印
式

　
　
　
　

11
月	

・
真
下
慶
治
記
念
美
術
館
オ
ー
プ
ン

	

・
葉
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

　
　
　
　

12
月	

・	

国
の
地
域
再
生
計
画
に
「
ま
つ
り
と
交
流
の

地
域
再
生
計
画
」
が
認
定

平
成
17
年
１
月	

・
名
誉
市
民
に
佐
藤
昌
一
郎
氏

　
　
　
　

２
月	

・
村
川
透
映
画
祭
を
開
催

　
　
　
　

３
月	

・	

新
楯
岡
中
学
校
開
校
に
伴
い
、
楯
岡
中
・
西

郷
中
・
袖
崎
中
が
閉
校

　
　
　
　

４
月	

・
楯
岡
中
学
校
が
開
校

	

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
開
催

　
　
　
　

８
月	

・
楯
岡
鶴
ヶ
町
タ
ウ
ン
分
譲
開
始

　
　
　
　

９
月	

・
市
長
に
佐
藤
清
氏
就
任

　
　
　
　

12
月	

・
国
道
３
４
７
号
三
ヶ
瀬
橋
開
通

平
成
18
年
６
月	

・	

第
１
回
全
国
各
流
居
合
道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会

を
開
催

　
　
　
　

８
月	

・
江
迎
湯
沢
線
の
鶴
ヶ
町
地
内
部
分
開
通

	

・
葉
山
中
学
校
の
多
目
的
運
動
場
が
完
成

　
　
　
　

９
月	

・
県
と
村
山
市
が
合
同
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

平
成
19
年
１
月	

・
楯
岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成

　
　
　
　

６
月	

・
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
を
村
山
市
で
開
催

　
　
　
　

７
月	

・	

宮
城
県
塩
竈
市
の
塩
竈
み
な
と
祭
で
徳
内
ば

や
し
披
露

　
　
　
　

９
月	

・	

東
北
中
央
自
動
車
道
・
東
根
～
尾
花
沢
間
の

起
工
式

　
　
　
　

11
月	

・	

宮
城
県
塩
竈
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

平
成
20
年
２
月	

・
関
西
村
山
会
が
大
阪
市
で
発
足

　
　
　
　

６
月	
・
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
み
ん
な
の
体
操
会
が
開
催

　
　
　
　

７
月	
・	
長
崎
と
堤
け
ん
じ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
、
長
崎
県

長
崎
市
と
西
海
市
を
訪
問

　
　
　
　

10
月	

・	

市
地
域
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
楯
岡
十
日

町
に
開
館

	

・
国
道
３
４
７
号
長
島
橋
開
通

	

・
都
市
計
画
道
路
楯
岡
東
根
温
泉
線
が
開
通

	

・
東
京
都
台
東
区
と
友
好
都
市
提
携

平
成
21
年
４
月	

・
西
郷
児
童
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　

５
月	

・	

山
の
内
自
然
体
験
交
流
施
設
「
や
ま
ば
と
」

オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・
第
38
回
山
形
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

　
　
　
　

８
月	

・
長
崎
県
西
海
市
と
相
互
訪
問
型
交
流
事
業
を
開
始

	

・	

東
京
都
台
東
区
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

	

・
北
海
道
厚
岸
町
か
ら
厚
岸
町
民
号
が
来
市

	

・
市
長
に
佐
藤
清
氏
が
再
選

平
成
22
年
５
月	

・
甑
葉
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

６
月	

・	

北
海
道
厚
岸
町
の
町
制
施
行
１
１
０
年
記
念

式
典
に
村
山
市
民
号
が
訪
問

　
　
　
　

７
月	

・	

徳
内
ば
や
し
が
東
京
都
台
東
区
で
開
催
さ
れ

た
「
う
え
の
夏
ま
つ
り
」
に
出
演

　
　
　
　

８
月	

・	

東
京
都
豊
島
区
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
協
定
を
締
結

　
　
　
　

10
月	

・
県
内
初
の
読
書
シ
テ
ィ
宣
言

平
成
23
年
３
月	

・	

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）

が
発
生

	

・
楯
岡
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
（
小
体
育
館
）
完
成

　
　
　
　

７
月	

・	

塩
竈
み
な
と
祭
に
徳
内
ば
や
し
復
興
支
援
交

流
団
が
参
加

　
　
　
　

８
月	

・
移
動
図
書
館
三
代
目
「
は
や
ま
号
」
が
出
発

平成24年、ＮＨＫのど自慢を開催

←平成25年、新しくなったクアハウス碁点
　大浴場

↑平成23年、三代目「はやま号」の巡回が
　スタート

平成22年、徳内ばやしがうえの夏まつりに出演

あ
り
が
と
う
60
年

　

そ
し
て
次
の
世
代
へ

ゆ
る
や
か
に

　

悠
久
の
大
い
に
な
る

　
　
　
　

流
れ
と
と
も
に
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九
月
十
八
日
の
市
議
会
定
例
会
本
会

議
に
お
い
て
、
村
山
市
出
身
で
新
庄
市

在
住
の
洋
画
家
、
安
孫
子
昭
さ
ん
に
名

誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

安
孫
子
さ
ん
は
、
村
山
市
楯
岡
に
生

ま
れ
、
県
立
楯
岡
高
等
学
校
で
美
術
教

師
と
し
て
十
年
間
勤
務
し
た
の
ち
、
教

諭
の
職
を
辞
し
て
昭
和
三
十
八
年
に
渡

欧
さ
れ
ま
し
た
。
ル
・
サ
ロ
ン
展
（
フ

ラ
ン
ス
美
術
家
展
）
で
最
高
位
の
金
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
画
壇
に

お
い
て
賞
賛
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
拠
点
を
パ
リ
に
置
き
な
が
ら
日
展

に
も
出
展
し
高
い
評
価
を
得
て
き
ま
し

た
。
昭
和
五
十
七
年
に
帰
国
後
は
、
県

美
術
連
盟
運
営
委
員
を
務
め
ら
れ
、
県

内
外
に
お
い
て
精
力
的
に
展
覧
会
を
開

催
す
る
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
術
環
境

の
向
上
に
努
め
、
社
会
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
六
日
、
名
誉
市
民
決
定
の

知
ら
せ
を
受
け
、
志
布
市
長
を
表
敬
訪

問
。
安
孫
子
さ
ん
は
市
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
四
作
品
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
作
品
は
市
庁
舎
や
葉
山
中
学
校
、

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
展
示
さ
れ
、
市
民

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
安
孫
子

さ
ん
は
、
市
長
と
の
歓
談
の
な
か
で
作

品
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
名
誉
市
民
受

賞
決
定
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

安孫子　昭さん

応接室に飾られている「オンフルール」
の解説をする安孫子さん

　

山
形
県
人

東
京
村
山
会

（
菊
地
栄
吉

会
長
）
の
第

十
三
回
目
と

な
る
集
い
が

十
月
五
日
、

東
京
上
野
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
い

で
は
、
菊
地
会
長
が
「
東
京
村
山
会
は
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
じ
め
、
会
と
村

山
市
が
協
力
し
村
山
市
を
元
気
に
す
る

こ
と
が
目
的
の
会
で
す
。
村
山
市
の
特

産
品
な
ど
を
購
入
し
た
り
、
知
人
に
紹

介
す
る
こ
と
で
故
郷
を
思
い
出
し
、
村

山
市
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

来
賓
で
出
席
し
た
志
布
市
長
は
「
村

山
市
は
食
べ
物
の
お
い
し
い
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
東
沢
バ
ラ
公
園
も
ま
す
ま

す
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
会
員
の
み
な

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

実
際
に
、
バ
ラ
園
を
見
て
、
村
山
市
の

特
産
物
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
東
京
の

み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
老
名
市

議
会
議
長
か
ら
は
「
十
一
月
二
十
三
日

に
浅
草
寺
で
お
こ
な
わ
れ
る
物
産
展
に

は
冨
本
地
域
の
「
奴
ふ
り
」
と
「
鹿
の

子
踊
り
」
が
参
加
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見

に
来
て
ほ
し
い
」
と
ピ
ー
ア
ー
ル
。
会

員
の
み
な
さ
ん
は
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
村
山
市
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
前
会
長
の

原
田
太
吉
山
形
県
人
東
京
連
合
会
長
も

参
加
し
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
若
い
方
の
入
会
を
勧
め
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
山
形
の
料
理
や
果
物
が

提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
特
産
物
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は

漬
物
や
地

酒
、
乾
そ

ば
な
ど
の

故
郷
の
味

を
販
売
。

最
後
に
花

笠
音
頭
と

「
あ
あ
上

野
駅
」
を

全
員
で
合

唱
し
て
、

盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

菊地栄吉会長

「ああ上野駅」を参加者全員で合唱

東
京
村
山
会
の
つ
ど
い
を
開
催

安
孫
子
昭
氏

�

名
誉
市
民
に
決
定
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全
国
大
会
出
場
選
手�

（
敬
称
略
）

　

十
月
三
日
ま
で
に
市
と（
一
財
）村
山

市
体
育
協
会
の
激
励
金
制
度
の
対
象
と

な
っ
た
み
な
さ
ん
で
す
。

第
22
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

	

緑
川　

凌
（
楯
岡
）　

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

	

太
田　

楓
（
大
倉
）　

全
国
高
校
総
体

■
柔
道
競
技	

笹
木　

崇
利
（
楯
岡
）

	

柿
崎　

比
呂
（
西
郷
）

■
体
操
競
技	

柴
崎　

匠
（
楯
岡
）　

	

小
林　

和
喜
（
楯
岡
）

■
新
体
操
競
技	

松
山　

優
（
楯
岡
）　

	

元
木　

舞
架
（
楯
岡
）

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

	

板
垣　

天
汰
（
楯
岡
）

■
登
山
競
技	

村
山
産
業
高
校
山
岳
部

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

	

村
山
産
業
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

■
カ
ヌ
ー
競
技	

古
郡　

瑞
樹
（
冨
本
）

	

大
沼　

麻
衣
（
戸
沢
）

第
11
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

	

安
達　

鈴
音
（
袖
崎
）

全
国
高
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
　

卓
球
競
技	

柴
田　

蓮
（
楯
岡
）　

第
19
回
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

	

矢
作　

智
志
（
袖
崎
）

第
14
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会

	

深
瀬　

心
優
（
楯
岡
）

	

古
原　

蓮
磨
（
冨
本
）

第
62
回
全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

	

板
垣　

綺
晏
（
楯
岡
）

第
69
回
国
民
体
育
大
会

■
成
年
男
子
陸
上
競
技

	

村
岡　

健
也
（
楯
岡
）

■
成
年
男
子
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

	
林　

国
孝
（
楯
岡
）　

■
成
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

	

原
田　

大
介
（
西
郷
）

■
少
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

	

松
田　

猛
（
冨
本
）　

■
少
年
男
子
体
操
競
技

	

柴
崎　

匠
（
楯
岡
）　

■
成
年
男
子
自
転
車
競
技

	

宇
野　

喬
紋
（
楯
岡
）

■
成
年
男
子
柔
道
競
技

	

松
倉
剛
志
郎
（
楯
岡
）

	

高
谷
英
司
（
大
久
保
）

■
少
年
女
子
カ
ヌ
ー
競
技

	

古
郡　

瑞
樹
（
冨
本
）

	

大
沼　

麻
衣
（
戸
沢
）

発
明
く
ふ
う
展�

（
敬
称
略
）

　

第
四
十
九
回
県
発
明
く
ふ
う
展
が
十

月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
次
の

方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
県
発
明
協
会
会
長
賞

　

平
田　

智
士
（
楯
岡
中
２
年
）

■
山
形
県
工
業
会
長
賞

　

井
澤　

縞
思
（
戸
沢
小
2
年
）

■
山
形
県
知
事
賞

　

楯
岡
中
学
校

第
37
回
市
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　

市
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
十
月
十
九

日
に
お
こ
な
わ
れ
、
各
地
域
か
ら
選
ば

れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
が
沿
道
か
ら
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
合
計
三
十
二
・
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

東
コ
ー
ス
は
袖
崎
小
学
校
、
西
コ
ー

ス
は
大
高
根
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
選
手
た
ち
は
コ
ー
ス
ご
と
の

成
績
と
東
、
西
コ
ー
ス
の
合
計
タ
イ
ム

に
よ
っ
て
決
ま
る
総
合
優
勝
を
目
指
し

力
走
し
ま
し
た
。

■
総
合
成
績

優
勝　
　

楯
岡
Ａ

準
優
勝　

戸
沢

第
三
位　

西
郷

■
東
コ
ー
ス
成
績　

■
西
コ
ー
ス
成
績

第
一
位　

楯
岡
Ａ　
第
一
位　

戸
沢

第
二
位　

西
郷　
　
第
二
位　

大
久
保

第
三
位　

戸
沢　
　
第
三
位　

西
郷

そ
ば
花
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

�

（
敬
称
略
・
市
内
の
方
の
み
掲
載
）

　

そ
ば
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催

し
た
、
そ
ば
花
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
百
五
十
点
の
作
品
の
中
か
ら

次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た

■
最
優
秀
賞

　

伊
藤　

恒
雄
（
楯
岡
）

■
特
選

　

村
川　

市
郎
（
楯
岡
）

　

矢
口　

宏
之
（
楯
岡
）

■
入
選

　

板
垣　

重
善
（
西
郷
）

■
佳
作

　

橋
本　

政
雄
（
楯
岡
）

　

笹
原　

潔
（
冨
本
）

平田さんが発明した
「落ちないハンガー」

作品名

「おだやかな早秋」

表

彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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出
会
い
　

子
育
て
応
援
情
報

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
子
育
て
を
楽
し
め
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
応

援
し
ま
す
。
問
市
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
係
／
子
育
て
推
進
係�

☎
内
線
149
・
159

出
会
い
や
結
婚
を
望
む
か
た
は
「
恋
活
イ
ベ
ン
ト
」
へ
ど
う
ぞ

　

甑
葉
プ
ラ
ザ
市
民
委
員
会
恋
活
（
こ

い
か
つ
）
班
が
主
催
す
る
婚
活
事
業
は

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
恋
」
か
ら
始
ま
る
自
然
な

出
会
い
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
近

年
は
市
と
協
働
で
事
前
セ
ミ
ナ
ー
や
恋

活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
。
ス
タ
ッ
フ
の

き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
毎
回
、

大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　サンタ恋
こい

～キラキラデコレーション～

対象　30歳～45歳の独身男女
申込期限　12月 5 日（金）※応募者多数の場合は抽選
会場　甑葉プラザ
申込み・問い合わせ　甑葉プラザ市民委員会 ☎（52）3531

●雑談力アップセミナー（男性のみ）
　初対面の方とも気軽に話ができるようになるセミ
ナーを開催します。
期日　12月14日（日）※パーティー参加者は受講必須
時間　午後 2時～ 4時
定員　15名程度
参加費　500円

●恋活パーティー

　クリスマスツリーやイルミネーションを飾り付けし
た後は、立食パーティーを楽しみましょう。
期日　12月23日（火・祝日）
時間　午後 5時～ 9時（女性は午後 4時20分まで集合）
定員　男女各15名
参加費　男性4,000円、女性2,000円

婚活
事業

たてやまキッズクラブ（楯岡小児童対象）
さんさんキッズクラブ（戸沢小児童対象）
開設場所

◇たてやまキッズクラブ

甑葉プラザ 2階なかよしルーム
地域交流活性化センター（甑葉プラザ北向い）
◇さんさんキッズクラブ

戸沢小学校体育館 2階
登録料　年額3,000円（保険料を含む）
保育料　キッズ会員（通年利用）
　　　　月額6,000円～9,000円
　　　　なかよし会員（随時利用）
　　　　日額1,000円～1,500円
募集期間　11月 1 日（土）～29日（土）
申込み・問い合わせ（午前10時～午後 6時）
NPO法人ランドセル ☎（55）7710

コスモスきっずクラブ（西郷小児童対象）
開設場所　西郷小学校体育館 2階
登録料　年額3,000円（保険料を含む）
保育料　会員（通年利用）月額6,000円～9,000円
　　　　随時会員　日額1,000円～1,500円
募集期間　11月 4 日（火）～12月26日（金）
申込み・問い合わせ（午前10時30分～午後 6時）
コスモスきっずクラブ ☎（55）9348

共
通
事
項

保 育 時 間　・登校日の学校終了時～午後 6時
　　　　　　　・学校休業日の午前 8時～午後 6時
　　　　　　　・延長保育は午前 7時30分～ 8時、午後 6時～ 7時
保育料の減免　要保護・準要保護家庭は保育料が半額になる減免制度があります。

村山市放課後児童クラブ（学童保育）の会員を募集します
（楯岡・西郷・戸沢小学校区）

※冨本小学校区は12月、袖崎･大高根小学校区は１月、大久保小学校区は２月に募集します
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村
山
地
域
の
十
一
市
町
と
民
間
団
体

で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
20

歳
か
ら
40
歳
の
独
身
男
女
が
対
象
で
す
。

（
定
員
各
15
名
、
男
性
は
村
山
地
域
に

在
住
の
方
で
事
前
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を

優
先
し
ま
す
）

　

申
込
期
限
は
11
月
５
日
㈬
で
す
。

●
無
料
事
前
セ
ミ
ナ
ー

期
日　

11
月
８
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
研
修
室

Ｂ
（
山
形
市
）

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
＆
プ
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

期
日　

11
月
22
日
㈯

集
合
時
間　

男
性
午
前
９
時
15
分
、
女

性
午
前
９
時
45
分
（
男
性
は
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
す
）

※
解
散　

午
後
３
時
30
分

会
場　
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形（
山
形
市
）

参
加
費　

男
性
５
、
５
０
０
円
、
女
性

３
、
５
０
０
円
（
女
性
は
２
名
以
上
で

申
込
み
の
場
合
、
５
０
０
円
割
引
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
が
た

☎
０
８
０
（
８
２
１
５
）
７
７
４
５

※
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

む
ら
や
ま
広
域
婚
活
事
業

�
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
食
欲
の
秋

�

「
恋
」
実
り
の
秋

◇…問親子交流ひろば（甑葉プラザ内）☎（53）0901
◆…問子育て支援センターぐんぐん（戸沢保育園内）☎（56）2002

市ホームページ http://www.city.murayama.lg.jp/
※記載がない場合、会場は親子交流ひろば

※FAX兼用、子育て相談もできます 　　　

11月の親子交流イベント・講座�11月の親子交流イベント・講座�

◆出前保育　幼稚園や保育施設等に入園前の親子対象。
　保育施設で遊んだり子育ての相談などができます。
期日と会場

5 日（水）新町保育園
6日（木）大高根児童センター
25日（火）西郷児童センター
時間　午前 9時30分～11時30分

◆ぐんぐん広場　小学校に入学前までの親子対象。
　遊びの広場です。どこの地域の方でもお越しください。終了後、
持ち寄ったお弁当を食べながら交流することもできます。
期日と会場　 8日（土）戸沢保育園
　　　　　　22日（土）戸沢保育園
時間　午前 9時30分～正午

◆親子体操　小学校に入学前までの親子対象。
　親子で体を動かしましょう。お父さんの参加も大歓迎です。
日時　 7日（金）午前10時～11時
会場　市民体育館（碁点）
講師　小野淳子先生（フィットネスインストラクター）
持ち物　飲み物、汗ふきタオル　など

◆保育施設開放日　小学校に入学前までの親子対象。
　保育施設の開放日です。遊びや交流の場を提供します。保護
者同士がお話したり、保育者に育児相談などができます。
日時　10日（月）午前 9時～11時
会場　冨本児童センター
日時　26日（水）午前 8時30分～10時30分
会場　袖崎児童センター

◆相談メールアドレス（ぐんぐん子育てメール）
gungunkosodate@city.murayama.lg.jp
メールでの子育てに関する相談ができます。ただし、相
談内容によって返信に多少時間がかかったり、電話や面
談をお願いすることもありますのでご了承ください。

◇ひだまり保健室　身長･体重の測定ができます。
日時　 6日（木）午前10時30分～11時

◇子育て応援メッセinむらやま　あきまつり
　楽しいイベントが盛りだくさんです。ぜひ、親子で遊びに来
てください。
日時　16日（日）午前10時～午後 1時
会場　甑葉プラザ 1 階 甑葉ホール
対象　小学校に入学前までの子どもと保護者
内容　遊びのコーナー（バルーンアート、空箱つみ
き、工作など）、お楽しみタイム（人形劇団「あ・
い」公演、マジックショー）

◇Babyママカフェ　事前申込み必要。
　先着18組。 6 か月までの赤ちゃんとお母さんが対象。赤ちゃ
んは身長・体重測定、お母さんには飲み物などを準備します。
日時　21日（金）午前10時30分～11時30分

◇11月生まれのお誕生会　事前申込み必要。
　先着15組程度。誕生月でないお友達も参加できます。
日時　26日（水）午前11時15分～正午

◇ＮＰＯ法人ポポーのひろばホームページ
http://popoh.org/
NPO法人ポポーのひろばのホームページ
QRコードはこちらです。季節の行事は
こちらからご確認ください。

←昨年の
　あきまつりの
　様子
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近
年
、
核
家
族
化
や
単
独
世
帯
化
の

進
展
に
加
え
、
人
口
減
少
を
伴
う
少
子

高
齢
化
が
加
速
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全

国
的
に
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
五
年
度

に
実
施
し
た
調
査
か
ら
四
百
九
棟
の
空

き
家
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

百
七
十
六
棟
が
管
理
不
全
な
状
態
で
し

た
。
こ
の
た
め
市
は
、
こ
の
よ
う
な
空

き
家
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

「
村
山
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

空
き
家
の
管
理
は

　
　
所
有
者
等
の
責
任
で
す

　

空
き
家
は
個
人
資
産
で
あ
り
、
所
有

者
等
が
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
。
空
き
家
で
あ
っ
て
も
、
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
管
理
す
る
方
が
い
な
い
場
合

は
放
置
状
態
と
な
り
、
強
風
に
よ
る
建

築
資
材
の
飛
散
、
積
雪
に
よ
る
倒
壊
や

落
雪
、
火
災
や
犯
罪
の
発
生
に
つ
な
が

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
が
原
因
で
、
近
隣
の
建
物
や

通
行
人
な
ど
に
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、

所
有
者
等
が
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責

任
を
負
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
当
事
者
間
で
の
解
決
が

基
本
と
な
り
ま
す
。

　

万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
で
は

取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
空
き
家
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
近
隣
に
被
害

を
与
え
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

適
正
管
理
を
促
し
ま
す

　

今
回
施
行
さ
れ
る
条
例
は
、
空
き
家

の
所
有
者
等
に
適
正
な
管
理
を
お
こ
な

う
責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
市

が
所
有
者
等
に
対
し
て
適
正
管
理
を
働

き
か
け
る
手
続
き
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
市
が
所

有
者
に
対
し
て
空
き
家
管
理
の
助
言
や

指
導
、
勧
告
、
命
令
、
氏
名
等
の
公
表

を
お
こ
な
い
、
適
正
な
管
理
を
促
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

�

市
政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

�

☎
内
線
272

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
が

�

12
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

●助言・指導

●勧告

●命令

●氏名等の公表

市 市民の方

所有者

迷惑
被害

③実態
　調査

④
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

②市への情報提供

①
当
事
者
間
に
よ
る
解
決

など

管理不全な
空き家

空き家の適正管理に関する流れ

2014.11.1市民の友 むらやま 12



雑がみ回収を実施します

　きちんと分別して、リサイクルを推進しましょう。
みなさんのご理解とご協力をお願いします。

地域 実施日

西郷・大倉・袖崎 11月30日（日）
大久保・冨本・戸沢・大高根 12月 7 日（日）
※楯岡はまちづくり協議会で実施します。
　12月13日（土）と14日（日）の予定です。
※	朝 8 時までに、もやせるごみのステーションに出
してください。
ここがポイント！
①	トイレットペーパーの紙芯や、お菓子の空き箱な
ど、集めやすいものから取り組んでみましょう。

②	ビニールやテープ（シール）、金属は取り外して
ください。窓付き封筒は、窓の部分を取り外して
ください。

③	次のものはリサイクルできません。混ぜないでも
やせるごみに出してください。
圧着はがき

感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）

感光紙（宅配便の複写伝票など）

防水加工された紙（紙コップ、紙皿、アイスク

　リームのカップなど）

食品や油がついている紙

ビニールコーティング紙
　（ゆっくり破ると膜のようなものが残る
　場合は、ビニールコーティング紙です。）

問い合わせ

市環境課環境係

☎内線�244

環境都市むらやまを目指して

環境☆市民の広場
笑顔で実践　秋風とやさしさのせて　エコドライブ

　10月から11月は、「エコ通勤・エコドライブ推進月間」です。エコ通勤（徒歩、自転車、相乗
りによる通勤）やエコドライブ（ふんわりアクセル、アイドリングストップなど環境に配慮した
運転）を実践しましょう。
　市地球温暖化対策推進協議会では、下記のとおりエコドライブ教室を開催します。地球にもお
財布にもやさしいエコドライブをマスターしましょう。

日時　11月17日（月）午後 1時30分～ 4時30分
会場　市民会館とその周辺
内容　講義と実技（運転）
持ち物　筆記用具、運転免許証
※実際に運転して燃費を計測します。燃費向上にチャレンジ。
※車の台数の都合上、実技は12人以内に限らせていただきます。
※講義のみ受けることもできます。
申込み・問い合わせ　市環境課 ☎内線244

メガソーラー稼働

　再生可能エネルギーの普及事業に取り組んで
いる㈱バイテック（今野邦広社長）のメガソー
ラーが完成し、順調に発電しています。年間約
250世帯分に相当する138万kwhの発電が期待
されます。

大字杉島　㈱バイテック山形工場敷地内

灯油流出に気をつけましょう

　冬は暖房に灯油を使う機会が多くなり、ちょっ
とした不注意で、河川に油が流出する事故が増
えてきます。油流出事故は、河川環境の汚染や
油臭被害などにつながります。油流出事故を起
こさないように気をつけましょう。
ここがポイント！
灯油をつめる際は、その場を離れない。

タンクや配管の点検を実施する。

油流出事故があった場合は、すぐに連絡する。

連絡先

市環境課 ☎内線244　市消防署 ☎（55）2514
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Murayama
　　　　　topics
-まちの話題-

楯岡小学校で人権の花運動

　楯岡小学校の 4 年生112人が10月10
日、「人権の花」運動に取り組みまし
た。人権擁護員の横尾紀恵子さんから
「友達と仲良くすることの大切さ」や
「認め合うことの大切さ」などの話を
聞き、児童たちは人権について学習し
ました。その後、思いやりの心を大切
にすることを話しながらプランターに
パンジーなどの花を植えました。

健康生活への第一歩、健康まつり

　10月13日、甑葉プラザで健康まつりが開催され
ました。会場には約400人の方が訪れ、健康パネ
ルクイズやロコモチェック、測定コーナーなどに
参加しました。血流や骨密度、体組成を測定する
コーナーでは、保健師から結果にあった指導な
どを受け健康への関心を深めていました。また、
キッズ救急コーナーでは、子どもたちが保護者と
一緒にAEDを使った心配蘇生を体験。大切な命
を救うための方法を学んでいました。

伝承館まつりで新そばを味わう

　10月19日、伝承館まつりが農村文化保存伝
承館でおこなわれ、県内外からたくさんの観
光客が新そばを求めて訪れました。この日は
合計1,200食のそばを 3 回に分けて提供。参
加者たちは板そばの前に並ぶと全員で「いた
だきます」をして、挽

ひ
きたて、打ちたて、ゆ

でたての香りのよいそばを存分に味わいまし
た。会場では、芸能発表、地元産農産物や花
の販売もおこなわれ、買い求めるお客さんが
次々と現れていました。

　商工まつりが10月12日、甑葉プラザとふれあい広
場で開催されました。市内の旬の野菜や特産品の販
売のほか、厚岸町や塩竈市の海産物の販売、村山産
業高校生による電気機関車の試乗体験、楯岡幼稚園
児によるダンスの披露など盛りだくさんの内容。友
好都市、東京都台東区の職人さんたちは「江戸すだ
れ」や「江戸銅器」などの製作を実演。訪れた方た
ちは、工芸品が手際良く作られていく様子をのぞき
込むようにして見ていました。

商工まつりで江戸下町伝統工芸職人展
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　山響正指揮者「大井剛史さん」指揮によるベートー
ヴェンの交響曲第九番を演奏します。迫力ある山響サ
ウンドと市民合唱団の歌声をお聴きください。
日時　12月 ７ 日（日）午後 ２時開演（午後１時30分開場）
会場　市民会館大ホール
入場料　一般2,000円、中学・高校生1,000円
チケット取扱所

市民会館、市生涯学習課、各地域市民センター、萬家、
菅野時計店、オーイシ
※未就学児の入場はご遠慮願います。託児室をご用意
していますので、11月28日までお申し込みください。
問い合わせ　市民会館 ☎（53）3111

村山市市制施行60周年記念事業
第41回山形交響楽団村山市定期演奏会

山形交響楽団「第九」演奏会

ソプラノ：柴田　泉　　アルト：齊藤智子
テノール：安保克則　　バス：小野夏樹
合唱／第九を歌う会　　合唱指揮／布川清史

生

活

福

祉

情

報

国
民
年
金
情
報

住
宅
支
援
給
付
事
業

　

就
労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る

離
職
者
で
、
現
在
、
住
居
を
失
っ
て
い

る
方
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
に

対
し
て
、
住
宅
手
当
を
給
付
し
、
住
宅

お
よ
び
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支

援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
。
①
離
職
後
２
年
以
内
で
65
歳

未
満
で
あ
る
方
、
②
離
職
前
に
主
た
る

生
計
維
持
者
で
あ
っ
た
方
、
③
就
労
能

力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ
り
、

公
共
職
業
安
定
所
へ
の
求
職
申
込
み
を

お
こ
な
う
方
ま
た
は
す
で
に
お
こ
な
っ

て
い
る
方
、
④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る

方
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

※
ほ
か
に
、
世
帯
の
収
入
要
件
や
資
産

要
件
等
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額
・
支
給
方
法

①	

支
給
額
は
、
世
帯
の
状
況
に
よ
り
上

限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②	
住
宅
の
貸
主
ま
た
は
委
託
を
受
け
た

不
動
産
会
社
等
の
口
座
へ
の
振
込
み

と
な
り
ま
す
。

※
申
請
の
相
談
か
ら
決
定
ま
で
に
は
、

各
種
書
類
の
準
備
や
関
係
機
関
等
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係	

☎
内
線
143

国
民
年
金
保
険
料
は

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に
、

今
年
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を

含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年

金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。（
10
月
以
降
に
、
そ
の
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）

　

控
除
証
明
書
の
再
発
行
や
届
か
な
い

場
合
な
ど
は
、
寒
河
江
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
、
確
定
申
告
の
時
期
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

定
例
年
金
相
談

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
寒
河
江

年
金
事
務
所
へ
、
希
望
の
時
間
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
14
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ　

寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
課
市
民
係 

☎
内
線
112
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問市民課安全係 ☎内線114
高齢者の交通事故防止推進強化旬間

運動期間　11月１日（土）～30日（日）

　県内の交通事故死亡者は、
高齢者が全体の半数以上を
占めています。日没が早ま
るこの季節は、夕暮れから
夜間にかけての交通事故の
多発が心配されます。夕方からの外出はなるべ
く控え、明るいうちに用事を済ませることをお
勧めします。また、暗くなってからの外出時に
は必ず反射材を着用しましょう。

人も車も自転車も
� しっかり止まってはっきり確認

問市農林課農業振興係 ☎内線252
　各支援や補助の申請については、事前に相談
してください。
■６次産業化にチャレンジしませんか
　市は農産物の付加価値販売にチャレンジした
い方を支援します。
内容・施設、設備の導入費に対する一部補助
　　・研修費用の一部補助
　　・県などが設置する専門機関の紹介
　　・地域で活躍する 6次産業化実践者の紹介
	 など
■農業経営の規模拡大にチャレンジ
　農業用機械を大型化して効率化を図るなどす
る場合に支援します。
内容・施設整備費や機械導入費の一部補助
　　・農業経営アドバイザーの紹介　など
■そのほかの支援や制度
・青年就農給付金
　45歳未満の方で新規参入もしくは同等のリス
クを背負い就農する方を対象に一定期間、国が
給付金を支給します。
・経営転換協力金
　農業をやめる方、部門を縮小する方などが農
地中間管理機構をとおし、農地を貸し付けた場
合に一定の要件を満たすと国より協力金が交付
されます。
■平成26年産米価下落対策緊急資金
　急激な米価下落による農業経営資金にお困り
の農業者に対し、資金を無利子で融資します。

農業にチャレンジしている方を応援します

消費生活相談窓口　直通電話（55）2123
（不在時は市民課 ☎内線114まで）
　還付金詐欺には公的機関を名乗り電話をして
くる手口があります。「払いすぎた医療費の還
付があります。金融機関では還付に対応できな
いので、本日中にコンビニかスーパーのＡＴＭ
に行って手続きしてください」と言われます。
相手は携帯電話に言葉巧みに指示をしてきます。
言われた通りにコンビニやスーパーなどのＡＴ
Ｍから指示通りに操作をしてしまうと、結果
的に知らない人に100万円近く送金してしまう
ケースが多く発生しています。
ポイント

　公的機関の職員が還付金受け取りのためにＡ
ＴＭ操作をおこなうよう電話をすることはあり
ません。また、警戒が厳しい金融機関のＡＴＭ
ではなく、コンビニやスーパーのＡＴＭに誘導
するケースが見られます。

“還付金詐欺”にご注意ください

問市地域雇用創造推進協議会事務局
（甑葉プラザ内）☎（52）3181　Ⓕ（53）0520
■求職者・起業者向けの無料個別相談
期日　11月 6 日（木）、13日（木）、20日（木）
時間　午前 9時～午後 4時
会場　甑葉プラザ 2 階 ラウンジ

実践型地域雇用創造事業セミナー

問市環境課環境係 ☎内線244
　いずれの測定地点でも人体に影響がない数値
で心配ありません。
■県モニタリング計画による測定
測定日　10月 2 日（木）　
測定結果　0.07～0.08μSv／ｈ
■廃棄物搬入施設周辺の測定
測定日　10月 2 日（木）　
測定結果　0.05～0.08μSv／ｈ

空間放射線量測定結果

Murayama

�Information

お知らせ

☎（55）2111 Ｆ（55）6443

informationinformation
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informationinformation

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
市
議
会
事
務
局�

☎
内
線
312

　

11
月
に
開
催
さ
れ
る
会
議
お
よ
び
12

月
定
例
会
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
会
の
会
議
日
時
は
、
11
月
21

日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
正
式
に
決
定

さ
れ
ま
す
。

期
日
・
会
議
名

11
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
～　

全
員
協

議
会

11
月
21
日
㈮　

議
会
運
営
委
員
会

11
月
28
日
㈮　

全
員
協
議
会
、
本
会
議

12
月
２
日
㈫　

代
表
質
問

12
月
３
日
㈬
～
５
日
㈮　

一
般
質
問

12
月
８
日
㈪
、
９
日
㈫　

常
任
委
員
会

12
月
11
日
㈭　

常
任
委
員
長
会
、
議
会

運
営
委
員
会

12
月
15
日
㈪　

全
員
協
議
会
、
本
会
議

※
会
議
を
追
加
お
よ
び
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
会
議
室
の
大
き
さ
に
よ
り
傍
聴
定
員

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
そ
う
じ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
市
水
道
課
工
務
係�

☎
内
線
183

　

11
月
中
に
水
道
管
そ
う
じ
を
お
こ
な

い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

作
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

期
日
・
対
象
地
区

■
10
日
㈪
＝
長
島
、
大
久
保
、
湯
野
沢
、

戸
沢
（
樽
石
を
除
く
）

■
12
日
㈬
＝
楯
岡
新
町
、
五
日
町
、
十

日
町
、
晦
日
町
、
二
日
町
、
鶴
ヶ
町
、

楯
、
馬
場
、
大
沢
川
、
中
笛
田
、
荒
町
、

西
笛
田
、
新
高
田

■
13
日
㈭
＝
楯
岡
北
町
、
大
倉
（
行
川
、

新
山
、
中
沢
を
除
く
）、
袖
崎
（
五
十

沢
を
除
く
）

■
14
日
㈮
＝
楯
岡
中
町
、
中
央
、
湯
沢
、

俵
町
、
東
笛
田
、
南
笛
田
、
駅
西
、
大

高
根
（
山
の
内
を
除
く
）

■
17
日
㈪
＝
西
郷
（
長
島
を
除
く
）、

行
川
、
中
沢
、
新
山
、
寄
込
、
岩
野
、

樽
石

※
予
備
日
は
11
月
18
日
㈫
で
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
市
消
防
本
部�

☎
（55）
２
５
１
４

も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ

運
動
期
間　

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯

■
防
災
無
線
放
送
お
よ
び
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

11
月
９
日
㈰　

午
前
６
時
30
分

11
月
15
日
㈯　

午
後
７
時

■
警
鐘
打
鳴

期
間　

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯

時
間　

午
前
６
時
30
分
と
午
後
７
時
の

１
日
２
回

固
定
資
産
家
屋
の
異
動
届
を
忘
れ
ず
に

問
市
税
務
課
資
産
税
係�

☎
内
線
124

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

家
屋
の
異
動
を
把
握
す
る
た
め
、
次

に
該
当
す
る
方
は
、
異
動
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
市
税
務
課

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
建
物
を
解
体
し
た
場
合

　

12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
解
体
し
た

場
合
は
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
滅
失
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

平
成
27
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
建
物
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　

平
成
27
年
１
月
１
日
ま
で
に
建
物
を

新
築
、
増
築
し
た
場
合
、
平
成
27
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
ま
だ
建
物
の
調
査

を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
「
家
屋
新

（
増
）
築
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
体
育
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
解
放

問（
一
財
）市
体
育
協
会�

☎
（56）
３
３
７
７

　

市
民
体
育
館
で
競
技
、
大
会
等
の
予

定
が
入
っ
て
い
な
い
日
は
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。
冬
期
間

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
エ
リ

ア
と
し
て
み
な
さ
ん
の
体
力
維
持
、
健

康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
窓
口
で
利
用
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
８

時
30
分

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
休
館
日

問
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点�

☎
（56）
３
３
５
１

　

館
内
設
備
の
定
期
点
検
お
よ
び
補
修
、

配
管
ラ
イ
ン
洗
浄
の
た
め
、
休
館
し
ま

す
。

期
間　

11
月
17
日
㈪
～
20
日
㈭

困
り
ご
と
・
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

市
民
行
政
相
談

問
市
民
課
市
民
係�

☎
内
線
112

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日　

11
月
13
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

借
金
・
家
計
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

問
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

�

☎
（55）
２
１
２
３

　

借
金
の
返
済
な
ど
に
つ
い
て
地
元
の

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日　

11
月
28
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

市
民
相
談
室
（
市
民
課
内
）

不
動
産
無
料
相
談

問（
公
社
）県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

�

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日　

11
月
12
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
１
階
市
民
の
部
屋
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桜坂様　市民の友11月１日号デザイン

試
験
・
募
集

試
験
・
募
集

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

☎
（55）
３
４
４
３

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
、
セ

ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
登
録
に
関
す
る
説
明
会
を
お
こ
な

い
ま
す
。

期
日　

11
月
５
日
㈬
、
19
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

会
場　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

問
東
根
地
域
事
務
所�

☎
（43）
７
１
９
８

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
お

よ
び
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
に
つ
い

て
、
１
人
20
分
程
度
の
個
別
説
明
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
の
説
明
希
望
の
方
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

期
日　

11
月
16
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
２
階
会
議
室

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

職
員
採
用
試
験

問
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合（
金
田
）

�

☎
０
２
３（
６
３
１
）０
６
５
０

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

上
級
行
政
職

採
用
予
定
人
数　

１
名

試
験
日　

12
月
６
日
㈯

会
場　

県
自
治
会
館
（
山
形
市
）

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
で
あ
る
方

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈪
消
印
有
効

最
上
川
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

参
加
者
募
集

問
村
山
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ（
高
橋
）

�

☎
（53）
１
３
２
５

　

み
ん
な
で
楽
し
く
走
り
ま
し
ょ
う
。

期
日　

11
月
15
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
開
会

会
場　

最
上
川
右
岸
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
（
碁
点
）

参
加
料　

小
中
学
生
＝
１
、
０
０
０
円
、

高
校
一
般
＝
２
、
０
０
０
円
、
駅
伝
の
部

＝
５
、
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
あ
た
り
）

申
込
期
限　

11
月
４
日
㈫

講
座
・
催
し
な
ど

講
座
・
催
し
な
ど

山
の
内
秋
の
収
穫
祭

問
山
の
内
直
売
所（
や
ま
ば
と
内
）

�

☎
（57）
２
８
２
２

　

採
れ
た
て
新
鮮
な
キ
ノ
コ
や
秋
野
菜

を
販
売
し
ま
す
。
直
売
所
の
開
催
は
こ

の
日
が
今
年
最
後
で
す
。
な
め
こ
汁
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

会
場　

や
ま
ば
と
（
山
の
内
）

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

問
商
工
会
青
年
部�

☎
（55）
４
３
１
１

　

無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
売
り
た
い
も

の
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
２
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

楯
岡
五
日
町
公
園
・
十
日
町
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

県
立
東
桜
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校

（
仮
称
）地
域
説
明
会

問
県
高
校
改
革
推
進
室

�

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
４
９
３

　

東
根
市
に
設
置
す
る
県
内
初
の
併
設

型
中
高
一
貫
教
育
校
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で

す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
20
日
㈭

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

羽
黒
神
社
西
遺
跡
・
清
水
遺
跡

７
・
８
次
発
掘
調
査
説
明
会

問（
公
財
）県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
３（
６
７
２
）５
３
０
１

　

縄
文
時
代
中
期
や
平
安
時
代
の
集
落

跡
、
住
居
跡
、
貯
蔵
穴
が
見
つ
か
り
多

く
の
縄
文
土
器
、
石
器
や
土
偶
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

期
日　

11
月
８
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
～

会
場　

羽
黒
神
社
西
遺
跡
・
清
水
遺
跡

７
・
８
次
発
掘
調
査
事
務
所
（
名
取
）

広
告
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西
村
山
・
北
村
山
地
域
議
員

協
議
会
の
開
催

問
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室

�

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
７
２
５

　

地
域
の
課
題
や
施
策
等
に
つ
い
て
、

地
元
議
員
が
審
議
を
お
こ
な
い
ま
す
。

期
日　

11
月
20
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
～
（
受
付
午
前
９
時

30
分
～
）

会
場　

村
山
総
合
支
庁
北
庁
舎（
楯
岡
）

だ
が
し
や
楽
校
柳
家
小
ゑ
ん
落
語
会

問
袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー�

☎
（58）
２
０
０
１

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
楽

し
い
落
語
の
会
で
す
。
昔
懐
か
し
い
駄

菓
子
屋
さ
ん
も
臨
時
で
開
店
し
ま
す
。

期
日　

11
月
15
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
～
（
午
後
１
時
20
分

開
場
）

会
場　

渓
永
寺
本
堂
（
土
生
田
）

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料

津
軽
三
味
線
と
民
謡
・
舞
踊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
正
徳
会（
三
山
）�☎
（54）
２
３
１
６

期
日　

11
月
16
日
㈰

時
間　

午
後
０
時
30
分
開
演

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

北
村
山
地
区
市
民
健
康
講
座

問
北
村
山
地
区
医
師
会�

☎
（55）
２
８
１
０

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
、
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

期
日　

11
月
15
日
㈯

時
間　
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時
開
場
）

会
場　

悠
美
館
（
尾
花
沢
市
）

定
員　

先
着
１
０
０
名

講
師　
北
村
山
公
立
病
院
診
療
部
長
國
本

健
太
氏
、
庄
内
保
健
所
所
長
松
田
徹
氏

第
１
回
こ
っ
と
ん
ベ
ル
キ
ル
ト
展

問
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー�

☎
（55）
７
４
７
７

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
（
主
宰
：
鈴
木

惠
子
）
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
。
１

個
１
０
０
円
（
材
料
費
）
で
参
加
で
き

る
簡
単
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

期
間　
11
月
21
日
㈮
～
24
日（
月
・
祝
日
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

第
７
回
さ
く
ら
ん
ぼ
寄
席

問
さ
く
ら
ん
ぼ
落
語
愛
好
会（
安
藤
）

�

☎
（53）
２
６
８
０

　

社
会
人
の
素
人
落
語
会
で
す
。
マ

ジ
ッ
ク
、
こ
っ
け
い
ば
な
し
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
㈯　

午
後
１
時
～

会
場　
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
東
根
市
）

入
場
料　

無
料

無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

問
ホ
ア
ピ
リ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル（
大
山
）

�

☎
０
９
０（
７
０
６
６
）６
２
９
９

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
19
日
㈬
、
12
月
３
日
㈬
、

17
日
㈬

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
２
階
会
議
室

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

秋
の
お
う
た
で
遊
ぼ
う

問
マ
マ
と
う
た
う
会
（
二
瓶
）

�

☎
０
７
０（
５
０
５
８
）８
７
５
５

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に

歌
っ
て
踊
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
６
日
㈭　

午
前
10
時
開
場

会
場　
ア
ク
ト
ザ
ー
ル
Ｍ（
楯
岡
十
日
町
）

対
象　

０
～
３
歳
程
度

参
加
費　

一
家
族
１
、
０
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
等
（
赤
ち
ゃ
ん

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
も
あ
り
ま
す
）

定
員　

30
組（
お
や
つ
・
楽
譜
を
準
備
）

申
込
期
限　

11
月
５
日
㈬

明
る
い
家
庭
を
築
く
集
い

問（
社
）実
践
論
理
宏
正
会
天
童
支
部

　
☎
０
２
３（
６
５
４
）４
０
０
１

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
ず
、
豊
か
な
心
で

喜
ん
で
働
け
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

期
日　

11
月
18
日
㈫

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
甑
葉
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定
（
11
月
分
）

問
神
町
駐
屯
地�

☎
（48）
１
１
５
１

即
応
予
備
自
衛
官
訓
練
＝
６
日
㈭
～
８

日
㈯　
陸
曹
候
補
生
履
修
前
教
育
＝
10

日
㈪
～
18
日
㈫　
陸
士
特
技
課
程
教
育

訓
練
＝
10
日
㈪
～
21
日
㈮

広
告

広
告
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★上記の期間中、週 2 回の教室での公文式

学習を体験していただけます。 
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休日診療所　☎（55）2972

診察日　日曜日、祝日、休日
診察時間　9:00～12:00　13:00～16:00
会場　市保健センター
※�通常は市内の医師、第２、第４日曜日

は山形大学医学部内科医が診察します。

夜間診療所　☎（43）2120

診察日　毎週土曜日（祝・休日は除く）
診察時間　18:00～21:00
会場　東根市休日診療所
　　　（タントクルセンター内）
※北村山地域内の医師が診察します。

※保険証、ふだん服用しているお薬をお持ちください。

板そばまつり　11月１日（土）～30日（日）開催 問市商工観光課観光交流係
　☎内線154

　最上川三難所そば街道加盟各店で板そばまつ
りを開催します。期間中お食事をされた方には
抽選で、村山市の特産品など素敵な景品が当た
ります。
　今年20周年を迎える最上川三難所そば街道の
新そばをぜひ、ご賞味ください。

最上川三難所そば街道

� 20周年記念スタンプラリー終了

　 5月からスタートしたスタンプラリーが 9月
30日に終了し、10月 6 日抽選会がおこなわれま
した。県内外から約120通の応募があり、特賞
クアハウスペア宿泊券10本、 2等そば街道全店
共通食事券3,000円10本、 3 等村山市の特産品
20本が抽選で選ばれました。

むらやまスイーツまつり んまいもん祭� おらだの自慢料理
時間　午前10時～午後 3時
会場　甑葉ホール
内容

・銘菓販売コーナー（あの銘菓が格安で）
・ワンコインお買い得コーナー
　（ 1個120円のお菓子 5個で500円）
・和洋菓子バイキングコーナー
　（ 1個300円以上の和洋菓子 3個で800円）
・米粉クレープ作り体験
　（参加料500円、限定30名）
・絵本のようなお菓子を作ろう
　申込みは図書館へ ☎（55）2833

時間　午前11時30分～午後 1時
　　　なくなり次第、終了
会場　徳内広場
料金　 1食250円
　午前10時30分から甑葉プラザ総合案内所前で
チケット販売。（ 1人 2枚まで）
オリジナルメニュー

・スーラーおこげ　　・EM金時やきいも
・秋田のだまこ汁　　・長鍋山形いも煮
・牛すじミネストローネ　・豚のもつ煮込み　など

むらやまスイーツまつり＆んまいもん祭�in甑葉プラザ
秋の味覚を満喫しよう

11月９日（日）
問甑葉プラザ市民委員会　☎(52)3531

村山市の人口（10月1日現在）26,111人��男12,620人��女13,491人��世帯数8,255戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
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